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研究要旨 
「第 8 章 高齢者の臨床薬理」の執筆および査読を担当した高齢者がん医療 Q&A・総論が

発刊された。「プレフレイル高齢大腸がん患者のための臨床的提言」の作成に向けた準備を

行った。 
 
 
Ａ．研究目的 
加齢による様々な生理機能の低下に伴い

高齢者では薬物動態

(Pharmacokinetics:PK)や薬物感受性

(Pharmacodynamics:PD)が非高齢者とは

異なることが知られている。そこで、高齢

者におけるがん薬物療法の有効性と安全性

の担保に向けて、臨床薬理学に基づいた検

討を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
モデル事業として実施される「プレフレ

イル高齢大腸がん患者のための臨床的提

言」作成における内科治療ワーキンググル

ープ(WG)メンバーとして、大腸がん治療に

用いられる抗がん薬および支持療法薬につ

いて高齢者での PK や PD に関する情報を

収集した。 
 
Ｃ．研究結果 
  大腸がん治療のキードラッグである

5-FU 点滴静注およびカペシタビンについ

て、プレフレイル高齢大腸がん患者への投

与に対するクリニカルクエスチョン(CQ)を
提案した。またイリノテカン投与前の

UGT1A1 遺伝子検査は、事前の高リスク患

者把握として保険診療下で実施できるもの

の臨床ではあまり実践されていない。した

がって、骨髄抑制の副作用が発現し易くか

つ重症化し易いプレフレイル高齢者では

「UGT1A1 検査が推奨されるか」といった

CQ も提案した。 
 

Ｄ．考察 
 「プレフレイル高齢大腸がん患者のため

の臨床的提言」の作成にあたり、高齢者に

おける臨床薬理に基づいて CQ や提言が議

論・検討されることは重要である。 
 
Ｅ．結論 
  高齢がん患者での薬物療法において、安

全性のみならず有効性の担保を目指すにあ

たり、臨床薬理学的な検討は必須といえる。 


